
改正前

第２ 入札及び契約の適正化を図るための措置
５ 主として契約された公共工事の適正な施工の確保に関する事項
（６） （・・・中略・・・） 技能労働者の有する資格や現場の就業履歴等を登録・蓄積する建設キャリアアップシステム
（ＣＣＵＳ）の活用は、公共工事に従事する技能労働者がその能力や経験に応じた適切な処遇を受けられる労働
環境の整備に資するものであることから、公共工事の適正な施工を確保するために、国は、その利用環境の充
実・向上に努めるとともに、各省各庁の長等は、公共工事の施工に当たってその利用が進められるよう努めるも
のとする。

第２ 入札及び契約の適正化を図るための措置
５ 主として契約された公共工事の適正な施工の確保に関する事項
（６） （・・・中略・・・） 技能労働者の有する資格や現場の就業履歴等を登録・蓄積する建設キャリアアップシステム
（ＣＣＵＳ）の活用は、公共工事に従事する技能労働者がその能力や経験に応じた適切な処遇を受けられる労働
環境の整備に資するものであることから、公共工事の適正な施工を確保するために、国は、その利用環境の充
実・向上や利用者からの理解の増進に向けた必要な措置を講ずるとともに、各省各庁の長等は、公共工事の施
工に当たって広く一般にその利用が進められるよう、現場利用に対する工事成績評定における加点措置など、
地域の建設企業における利用の状況等に応じて必要な条件整備を講ずるものとする。

公共工事入札契約適正化指針の改正について

改正後

最終変更：令和元年１０月１８日閣議決定

令和４年５月２０日閣議決定

地公体に対しては、「公共工事の入札及び契約の適正化の推進について」（令和４年６月１日付）で対応を要請


